
ＳＯＣＩＡＬ ＭＥＤＩＣＡＬ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

GIJUN-KENSYOKAI TANEGASHIMA MEDICAL CENTER INFORMATION
社会医療法人義順顕彰会種子島医療センター広報誌

2016夏
平成28年 8月 1日

第38号

広報誌〝へいじろう〟は当院のホームページでもご覧になれます。

もくじ
P1…院内講演会／入職・退職講演会
P2…看護業務功労賞／第 4回サロン種子島
P3…つながる想い in かごしま
P4…重症難病医療ネットワーク研修会
P5…新任医師・新入職員の紹介
P6…診療予定表
P7…詩の紹介／編集後記



❶へいじろう

　

平
成
28
年
6
月
10
日
（
金
）
、
産
業
医
科
大
学
医

学
部
救
急
医
学
・
集
中
治
療
医
学
講
座
教
授
の
真

弓
俊
彦
先
生
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
院
職
員
を
は
じ
め
、
西
之
表
消
防
署
、
種
子

島
産
婦
人
科
医
院
、
介
護
施
設
関
係
者
よ
り
90

名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
急
性
腹
症
の
診
断
と
治
療
」

　
　
　
　

～
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
～

　

急
性
腹
症
に
対
す
る
的
確
な
診
断
と
治
療
に
関

し
て
、
時
に
は
ク
イ
ズ
も
交
え
な
が
ら
分
か
り
や

す
く
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健
）

　

平
成
28
年
6
月
23
日
（
木
）
、
入
職
・
退
職
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
職
の
内
科
医
師
、
伊
集
守
知
先
生
、
野
田
政

博
先
生
、
今
村
輝
彦
先
生
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介

講
演
を
、
転
出
さ
れ
る
小
児
科
医
師
の
中
﨑
奈
穂

先
生
に
は
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
」
、
外
科
医

師
の
萩
原
貴
彦
先
生
に
は
「
胃
が
ん
に
つ
い
て
」
を
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
職
さ
れ
た
先
生
方
、
こ
れ
か
ら
種
子
島
の
医
療

の
た
め
に
、皆
で
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

転
出
さ
れ
る
お
二
人
の
先
生
方
、
新
天
地
で
の
ご
活

躍
を
皆
で
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健
）

真弓俊彦先生

今村輝彦先生（H28.5～6）

中﨑奈穂先生 （H27.7 ～ H28.6）

伊集守知先生（H28.4～）

萩原貴彦先生 （H24.6 ～ H28.6）

野田政博先生（H28.4～）

“ 院　内　講　演　会 ”

“入 職 ・ 退 職 講 演 会”

が開催されました。

が開催されました。



❷へいじろう

　

平
成
28
年
5
月
12
日
（
木
）
、
鹿
児
島
県
医
師
会
館
に

お
い
て
、
看
護
業
務
功
労
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
医
療
機
関
に
勤
務
さ
れ
、
地

域
医
療
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
当
院
よ
り
門
脇
輝
尚
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

門
脇
さ
ん
よ
り

　

こ
の
度
、
鹿
児
島
医
師
会
長
賞
「
看
護
業
務
功
労
賞
」

を
表
彰
頂
き
ま
し
た
。
看
護
師
と
し
て
29
年
近
く
な
り

ま
す
が
、そ
の
間
透
析
室
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、受
賞
に
あ
た
り
先
生
方
、諸
先
輩
方
を
は
じ
め
、

透
析
室
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
様
、
ご
家
族
に
支
え
ら
れ
今
日

ま
で
働
き
続
け
ら
れ
ま
し
た
事
を
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
患
者
様
か
ら
頂
い
た
感

謝
の
言
葉
と
温
か
い
励
ま
し
で
す
。
今
後
も
看
護
師
と

し
て
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
7
月
15
日
（
金
）
、
第
4
回
が
ん
サ

ロ
ン
『
サ
ロ
ン
種
子
島
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
種
子
島
で
は
、
が
ん
患
者
様
や
ご
家
族

が
病
気
や
心
の
悩
み
、
体
験
を
気
軽
に
話
す
こ

と
が
で
き
、
思
い
を
共
有
し
、
生
活
の
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し

ま
よ
り
、
三
好
綾
さ
ん
と
野
田
真
記
子
さ
ん

を
お
招
き
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。　

　

作
業
療
法
士
の
川
原
さ
ん
か
ら
、
座
っ
て
で

き
る
健
康
体
操
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
立
ち

座
り
運
動
で
は
、
散
歩
と
同
じ
効
果
も
あ
る
と

の
こ
と
で
、
参
加
者
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
今
後
も
サ
ロ
ン
内
容
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
種
子
島
サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（

地
域
医
療
連
携
室　

加
世
田
和
博
）

門脇輝尚さん

NPO法人がんサポートかごしま

三好さん・野田さん

“ 看 護 業 務 功 労 賞 ”

第 ４ 回 “サ ロ ン 種 子 島 ”

を受賞して。

が開催されました。

　

門
脇
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
島
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、
皆
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健
）



❸へいじろう

　

平
成
28
年
5
月
14
日
（
土
）
、
鹿
児
島
市
立
病
院
ホ
ー
ル
お
よ

び
隣
接
す
る
上
荒
田
の
杜
公
園
に
て

「
つ
な
が
る
想
い
ｉ
ｎ
か
ご
し
ま 

～
が
ん
と
と
も
に
生
き
る
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鹿
児
島
県
の
が
ん
患
者
様
・
ご
家
族
の
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
つ
な
が
る
想
い
ｉ
ｎ
か
ご
し
ま
実
行
委
員
会
の
主

催
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
患
者
会
の
共
催
の
も
と

今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
県
内
医
療
機
関
の
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
患
者
会
等
よ
り
多
く
の
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
院
か
ら
は
、
花
園
医
師
を
は
じ
め
、
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
6
名
が
参
加
を
し
ま
し
た
。
日
中
は
、

講
演
会
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
サ
ロ
ン
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
と
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
夜
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
や
個
人
が
思
い
思
い
に
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
今
年
以
上
に
当
院
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
、
種
子

島
医
療
セ
ン
タ
ー
の

“
は
っ
ぴ
”
を
着
て
、
そ
し
て

“
の
ぼ
り
”
を

か
か
げ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健
） ぜひ、 皆さまも参加されてみてはいかがでしょう！！

“つながる想い in かごしま”

に参加しました。

MSW坂口もちょっとだけ

トークセッションに参加しました。



❹へいじろう

　

平
成
28
年
6
月
9
日
（
木
）
、
西
之
表
市
民
会
館
会
議
室
に
て
、

平
成
28
年
度
第
1
回
鹿
児
島
県
重
症
難
病
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
他
に
も
島
内
に
勤
務
す
る
行
政
職
員

・

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

・
看
護
師

・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・
介
護
士
と

多
職
種
60
名
の
方
々
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
鹿
児
島
県
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

南
風
病
院
病
院
長
の
福
永
秀
敏
先
生
よ
り

「
日
本
の
難
病
対
策
の
新
し
い
時
代
」

　

Ａ
Ｌ
Ｓ(

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
）
と
難
病
法　

よ
し
と
く
福
祉
の
木
村
さ
ん
よ
り

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
に
つ
い
て
」
を

そ
れ
ぞ
れ
ご
講
演
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
の
部
で
は
、
当
院
地
域
医
療
連
携
室
Ｍ
Ｓ
Ｗ
加
世
田
よ
り

「
Ａ

Ｌ
Ｓ
患
者
様
の
生
活
環
境
調
整
に
つ
い
て
」
の
事
例
を
発
表
し
、
9

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
多
職

種
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
支
援
者
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
、

何
を
す
る
べ
き
か
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健
）

実際にコミュニケーションツールを使用

MSW加世田

グループワークの様子

“第1回鹿児島県重症難病医療

 ネットワーク研修会” に参加しました。



❺へいじろう

透析室助手の上
う え だ

田 まり子です。
出身地：西之表市伊関
趣味・特技：小物作り
兵庫県から帰ってきて、種子島の自
然を満喫しています。これからも宜
しくお願い致します。

画像診断室助手の中
なかがわ

河 さつきです。
出身地：西之表
趣味・特技：ダイエット
6月から画像診断室に勤務しておりま
す。1日も早く島民の皆様にお役に立て
るよう頑張ります。宜しくお願い致し
ます。

画像診断室助手の竹
たけはら

原 里
さ と み

美です。
出身地：鹿児島
趣味・特技：どこでも寝れる。
日々勉強です。早く仕事を覚えてテ
キパキと動ける様に頑張ります。

3階西病棟看護師の岩
いわさき

﨑 麻
ま お

生です。
出身地：大阪
趣味・特技：旅行
よろしくお願いします！！

外来クラークの中
な か の

野 唯
ゆい
です。

出身地：種子島
趣味・特技：ドライブ
一生懸命頑張ります！
宜しくお願いします！！

新任医師紹介

新入職員紹介

小児科医師の棈
あ べ ま つ

松 貴
た か な り

成です。
出身地：鹿児島
趣味・特技：食べること・体を動か
すこと
種子島での生活を楽しんでいます。
子供たちが安心して元気に暮らせる
ように頑張ります。

４階病棟看護助手の櫻
さくらい

井 文
ふ み え

江です。
出身地：西之表市古田
趣味・特技：バレーボール
何もわかりませんが迷惑をかけないよ
うに頑張りたいです。よろしくお願い
します。

４階病棟看護師の堀
ほり

 汐
し お り

里です。
出身地：熊本県
趣味・特技：お菓子作り、釣り、
料理
ここ 2ヶ月美味しいごはんとお酒
を飲み食べすぎて、５Kg増えた
ので、ダイエットします！！
よろしくお願いします。

外科医師の肥
ひ ご

後 直
な お と も

倫です。
出身地：鹿児島市
趣味・特技：なし
ご迷惑をお掛けすることもある
と思いますが、頑張りますので
宜しくお願いします。



❻へいじろう

外来担当医表 平成 28 年 8 月 1 日現在

専門外来日程表
平成 28 年 8 月 1 日現在

午前の受付時間：11時 30 分までです。（手術等により変更がある場合がございますのでご了承下さい）

診療科／診療担当医は、手術等により変更になる場合がございますのでご了承下さい。

脳神経外科（金・土）医師不在時は、休診となる場合があります。

※伊集先生は、時間に変更がある場合があります。

診療日に変更がある場合もございますので、詳細は受付までお問い合わせ下さい。

診療科 診察時間 月 火 水 木 金 土

内科
9:00～12：30

上田 ／島田 
伊集（隔週）

上田 ／島田 
伊集（隔週）

島田 
※伊集

田上理事長 
※伊集

島田 
松本／内村

島田
14：00～17：00 島田／内村

循環器科 9:00～12：30
田上理事長

北園
田上理事長 北園

田上理事長
北園

外科
9:00～12：30

髙尾院長
花園

髙尾院長
肥後

花園 肥後 花園
花園／肥後
（隔週交代）

午後は手術により休診になることがあります。事前に受付へご確認下さい。

整形外科
9:00～12：30

鹿児島大学より
髙野

鹿児島赤十字病院より
（※第１週は鹿大より） 手術

鹿児島大学より
城光寺

鹿児島大学より
髙野

要確認 鹿児島大学より 鹿児島赤十字病院より 鹿児島大学より 鹿児島大学より

脳神経外科 9:00～12：30 盛満 盛満 盛満 盛満 鹿児島大学より （隔週・不定期）

眼科

9:00～12：30

田上純真

田上純真

田上純真

田上純真 田上純真 田上純真

14：00～17：00 手術 手術 手術

●毎月第１土曜日は、コンタクト外来の日となります。（この日が祝日の場合や、医師不在の場合は休診となります。）

小児科

9:00～12：30 摺木
棈松

摺木
棈松

摺木
棈松

摺木
棈松

摺木
棈松

摺木
棈松

14：00～17：00
月に２日代診日（土曜日）があります。健診日は１人体制となりますのでご了承下さい。

診療科 診療日 受診方法 医師派遣元

泌尿器科
毎週 月

予約なしでも可 鹿児島大学病院
第１・３ 火（午前）

耳鼻咽喉科 毎週 火 /水 予約なしでも可 鹿児島大学病院

皮膚科 毎週 金（午前）/土 予約なしでも可 鹿児島大学病院

腎臓外来 毎週 木 要予約 種子島医療センター

消化器外来 毎週
火 /木

診察（要予約） 種子島医療センター
（午前）

呼吸器外来 毎週 水 /土 要予約 鹿児島大学病院

糖尿病外来
毎週 月

要予約 鹿児島大学病院
第２・４ 木

神経内科 月に２日
火（隔週）

要予約 鹿児島大学病院
（不定期）

血液内科 月に２日 土（不定期） 要予約 鹿児島大学病院

心療内科
第１・３ 金 /土

要予約 鹿児島大学病院
第２・４ 土

循環器外来
（ペースメーカー）

第３ 土（不定期） 要予約 鹿児島医療センター

肝臓外来 第１～４ 土 要予約 鹿児島大学病院



　

本
格
的
な
夏
の
到
来
を
迎
え
、
毎
日

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
▼
夏

号
を
編
集
す
る
頃
に
は
、
毎
年
い
く
つ

か
発
生
す
る
台
風
も
、
今
年
は
ま
だ
２

つ
し
か
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
必
ず
訪
れ
る
も
の
で
す
。
日

頃
よ
り
防
災
対
策
に
関
心
を
持
ち
、
十

分
な
備
え
を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

▼
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
も
、
水

分
補
給
を
忘
れ
ず
に
体
調
に
も
気
を
使

い
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
を
大
切
に
お

過
ご
し
下
さ
い
。

（
地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健
）

～
編
集
部
よ
り
～

社会医療法人義順顕彰会

 　種子島医療センター
理事長　田上寛容
病院長　髙尾尊身

〒８９１－３１０１
鹿児島県西之表市西之表７４６３
TEL （代） ０９９７－２２－０９６０
FAX （代） ０９９７－２２－１３１３

E-mai l ;master@tanegashima-mc. jp
HP;http ://www.tanegashima-mc. jp/

種子島医療センター　理念

島民の皆様に愛され
　 信頼される病院

私たちは、 思いやりの心と
技術を研鑽する真摯な姿勢で

豊かな地域医療の向上に努めます。  

　

い
じ
ろ
う
で
は
、
記
事
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
載
せ
て
欲
し
い
と
い
う
原
稿
や
、
書

い
て
ほ
し
い
記
事
の
要
望
な
ど
、
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
編
集
部
員
ま
で
御
一
報
く
だ

さ
い
。

《
編
集
部
員
》

川
畑
真
由
子
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

貴
島 

知
世
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

加
世
田
和
博
（
地
域
医
療
連
携
室
）

坂
口 

健
（
地
域
医
療
連
携
室
）

へ
い
じ
ろ
う
記
事
募
集
の
お
知
ら
せ

 

種
子
島
で
は
飛
魚
の
こ
と
を
「
と
っ
ぴ
ー
」

と
呼
び
、
そ
の
小
型
の
も
の
は
「
へ
い
じ
ろ

う
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
報
「
飛
魚
」

を
年
１
回
発
刊
し
、
院
外
広
報
誌
「
へ
い
じ

ろ
う
」
を
年
４
回
発
刊
し
て
い
ま
す
。

誌
名
「
へ
い
じ
ろ
う
」 

の
由
来

❼へいじろう

短
歌
・詩 

の 

紹 

介

　

患
者
様
か
ら
頂
い
た
、
素
敵
な
短
歌
・
詩
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

思
い
出
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詩　

船
川
文
一
様

一
、
の
ぼ
る
朝
日
に
岩
は
だ
そ
め
る

　
　
　

八
重
の
三
岳
が
胸
を
は
る

　
　
　

杉
は
天
ま
で
雲
の
上

　
　
　

垂
れ
穂
の
里
は
雲
の
下

二
、
花
の
江
川
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
咲
け
ば

　
　
　

島
の
娘
は
ほ
ほ
そ
め
る

　
　
　

屋
久
の
情
け
も
七
重
八
重

　
　
　

忘
れ
は
し
な
い
種
の
女

三
、
忘
れ
ら
ね
ぬ
君
は
心
の
白
椿

　
　
　

恋
の
ち
か
い
を
忍
び
つ
つ

　
　
　

ギ
タ
ー
つ
ま
び
く
そ
の
思
い

　
　
　

む
な
し
き
恋
の
運
命
か
な

田
ノ
上
の
十
ヶ
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詩　

船
川
文
一
様

四
階
の
窓
か
ら
見
る　

真
っ
赤
な
海　

茜
に
浮
か
ぶ
秋
の
夕
暮
れ

や
っ
と
目
覚
め
た
田
ノ
上
の
窓
か
ら
望
む
春
の
海

夏
の
海　

茜
に
浮
か
ぶ
入
道
雲

秋
水
平
線　

真
っ
赤
に
染
め
る
秋
の
夕
暮
れ

冬　

あ
ら
れ
ま
じ
り
の
西
の
風

（
地
域
医
療
連
携
室　

加
世
田
和
博
）


